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LA ST HINOフェス ! 開催 特 集 !

1 1月 19 日 に、 LAST HINO フ ェス ! を 開准 しま した 。 会 和 5 年 5 月 に立 川 へ の 移 転 が 決 ま って お り、 正 真

正 銘 晨 後 の HINOフ ェスで した 。

最後 と い う こ と も あ り、 3 年 ぶ り に 外 部 の 方 を 呼 ん で 開雀 しま した 。 当 初 予 成 して い た 1〇月 の 開 復 が 延 期 に
かか 拳 う宣い ぬい い じょう り ょ う し ^ さま 、』 ぞ く さま しスくいん り ょ う レ& オービー オージー M  さま 居刀、6、く. しかん(ブい しゃ かた がた

な った に も関 わ らず4 0 10 OS 以 上 の 利 用 者 襟 の ご家族 W O 員 ・利 用 者 〇 B , 〇Gの 皆 襟 、池 倉 祉 関 係 者 の方 々

に ご菜 箇 いた だ き ま した 。殺 め ま して 、 ご警 施］くだ さ った 警 覆 に福 5か ら蔵 誦 いた しま す。 あ りが と う ござ い ま し

た 。

さ て 、 LAST HINO フ ェス ! の 内容 は と い う と、 い くつか の 催 し物 を用 意 さ せ て い た だ き ま した 。

始 め は、 ス テ ー ジブ ースで す 。 開 会 式 か ら閉 会 式 ま で 1〇演 目以 上 あ りま した 。

午 前 の 部 は利 用 者 稚 の リサ イ タ ル か らスタ ー ト。利 用 者 白 ら作 詞 :乍 曲 した 、 催 し物 の トップ バ ッタ ー (こ& さわ

しい 勢 いの あ る 歌 を披 露 して くだ さ い ま した 。 ご本 人 日 く、 「 ( 反 応 が ) サ ブ か った ね ～ 、 選 曲 間違 え た ! 」 と

お っ しゃ って い ま した が 、 笛 年 恒 例 の 素 晴 ら しい歌 声 で フ ェスの 幕 が 開 け ま した 。 続 いて 、 日野 療 護 園 に初 め て お

呼 び した ホ ク ラ 二 ( ウ ク レ レの グ ル ー プ) 襟 の 演 奏 も ウク レ レな らで はの 音 色 で 利 用 者 襟 も拍 手 を した り、歌 を一 緒

に 口ず さ ん だ り して 楽 しまれ て い ま した。
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そ の 後 に は、 職 員 によ る 出 し物 を披 露 しま した。 くいだ おれ 人 形 の コス プ レや 、 職 員 が コ ス プ レ して 流 行 りの

キ ツネ ダ ンス を踊 りま した 。 BIGBOSSこ と 新 庄 剛 志 監 督 ( ？) と清 宮 幸 太 郎 選 手 ( ？) が 現 れ 、 立 川 の 移 転 を盛 り上

げて 、 昆 罰 の 新 が 窓 デ しま した 。

.ご ¢  ぶ ひ の り よ う C. x /uかいせっとうレよ ざいせき しょくいんオービー かた  きち ょう はな し こ じん て ま いち お たけ乏安

午 後 の 部 で は、 日野 帽 護 園 開 設 当 初 に漆 籍 さ れ て いた 睫 員 〇 Bの 方 の 貴 重 な お 話 や 、 個 人 南 に一 押 しの 竹 罵

レー ス ( 自作 の ポ ック リで した が …) を実 施 しま した。 値 員 が 容 馬 した り、 粉 凄 い ス ピー ドで 額 客 を篝 か せ た

り、 超 琵 して いた 筒 落 も盧 り昆 が りをみ せ ま した。

閉 会 式 箭 の フ ィナ ー レイベ ン トは、 利 用 者 様 、 !! 員 、 来 園 者 で 風 航 を為 って 、 「せ ーの ! 」 で 風 祐 を空 に散 っ

バ ル ー ン リ リー ス を 行 い ま した 。 1〇〇個 ほ どの 風 彌 が 一 斉 に リ リー ス さ れ た 様 子 は とて も喬 麗 で 、 そ の場 に い

た 詮 もが 見 とれ て いた と思 い ます 。
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生 産 品 フ ー スで は、 利 用 者 様 が 日 中 活 動 で 作 った 生 産 品 を販 売 しま した 。 今 年 で いな くな って しま うか も しれ
程 ・̶* E • ・ ー ・・ー ー、」一 …、ーー ・、・ 」・ ■- θ また 、 日里予療 護 園 (こ以 前

笑 航 さ れ て いた 莉 商署 藤 が 金 ら 上 げ た 「おら か わ 島 」 藤 も 也資 し、 臨 養 當 や 蕪倉塞 靜 な ど を駿 異 して いた だ

き す した 。

そ して 、 振 り返 りブ ー ス も作 成 しま した 。 こら らで は、 「府 中 療 育 セ ンタ ー闘争 」 の 出 来 事 や 園 の 沿 革 と世 の

吊 の 由籍 を ま とめ た 宗 して 、 建 酋憤 護 簡 の 賤 を｝¦ り鏡 る こ とが (i 棄 る コ ーナ ーや 、 莉南害 覆 と 協 賞

全 員 の コ メ ン トを写 真 と と も に掲 示 しま した。 さ ら には、 日野 療 護 園 にゆ か りの あ る方 か ら届 い た メ ッセ ー ジの

籍 芥 な ど、 思 い 由 が 矢 菱 語 ま った ブ ー ス にな りま した 。 ブ ース を員 て 、 覆 して くだ さ る芳 も いて 、 剽 書ら しい も

の が 出 東 上 か った と思 い ま す。

建 替 え フ ー スで は、 今 年5 月 に痘 って い る 「立 川 療 護 園 は ごろ も の 音 」 へ の 移 転 につ いて 紹 介 しま した 。

施 設 の 完 成 図 の 模 型 や 工 事 の 様 子 、 3 D の モ デ リング デ ータ を用 いて 施 設 を 紹 介 し、 建 替 え検 討 委 員 会 の 職

員 か ら詳 しい説 明 も あ り、 興 味 や 関 心 が 湧 い て くる よ うな 展 示 で 、 非 常 に 内 容 の 詰 ま った もの で した 。 来 園 した

ご魏 の 芳 や 、 お 宣 ・〇g の 君 胃 も蘭 ・ を｝! って 見 て いた だ き ま した 。 「笠？iT麗 護 園 は ごろ も の善 」 を曲 って

い た だ き、 移 転 へ の イ メ ー ジが 湧 く食 い機 会 (こな った の で はな いで し ょうか 。
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翼 ッ な が ら、 点¦Nb フ ェス は参 新 こな りま す 。 歩 し悔 いの 族 る fo ! ら もあ りま した が 、 當 極 の 点nb フ ェス に箇

わ る こ とが 由棄 て ! :当 に直 か った で す 。 あ りが と う ござ い ま した ! ( 蠢 : 軽 茉 )

『1 7 歳の壊れた頃』

「HINOフェス」にて歌って下さった利用者様の歌の紹 介

3 . 魂 の か け らを給 い集 め こ ごえそ う な秋 の 風 を受 けて い る

明 日の か け ら をそ の 手 で 拾 い集 め

爾 の 加 こそ っと備 き しめ る
ウ オ ウ ウ オ ウ ウ オ ウ ウ ォ ウ

Wow  w ow  w ow  w ow

あ れ は 17 歳 の 青 臭 い時 代 さ

2 . 傘 を見 つ けて も穴 が 開 いて い る

死 に愛 わ る明 日の 勲 ¢ を灯 に変 えて

曲 日が そ っと冀 い 由 す 骸 宮 の 妥 素 を藤 い な が ら

明 日の か け らはや が て まだ 見 ぬ 光 に変 わ る
ウ オ ウ ウ オ ウ ウ オ ウ ウ ォ ウ

Wow  w ow  w ow  w ow

あ れ は 17 歳 の 青 臭 い時 代 さ

煙 草 を くわ え マ ッチ で 火 を つ ける

現 卷 の 場 所 で は最 後 とな るHINOフ ェス を無 蕾 開 僧 す る こ とが で き、 そ の 様 子 を今 号 の 特 集 に しま した 。

年 末 は 園 で の ク ラ ス タ ーが 発 生 して しま い ま した 。 波 は去 りま した が 、 移 転 も 痘 る 中 、 感 染 明止 を徹 底 し、 油 断

せ ず 、 気 を 荀 き論 め て い き ま す 。 (爵 :

を 年 、行 事 ・ボ ラ ンテ ィア言B会 を筆 頭 に、この HINOフ ェス を作 り上 げて い ま す が 、今 回 の 行 事 ・ボ ラ ンテ ィア敵 会

は 殆 どが 外 部 の 方 を呼 ん で のHINOフ ェス を体 験 した こ とが な い 職 員 で 構 成 さ れ て い ま した 。そ の た め、手 探 りの

貰 罷 で の ス タ ー トとな りま した が 、 で 飯 り南 み 、 原 爆 の 芳 に ご篇 3労 いた だ き、 無 事 に開 催 す る こ とが で き

て 、 本 当 に良 か った で す 。

、ぶ ぬ れ にな りな が ら甫］れ た 窓 の 商 こ う

さ っき か らお前 黙 った ま ま

が て 星 屑 の 夜 に雨 が如 を 叩 く
ウ オ ウ ウ オ ウ ウ オ ウ ウ ォ ウ

Wow  w ow  w ow  w ow

あ れ は 17 歳 の 青 臭 い時 代 さ

あ れ は 17 歳 の 青 臭 い時 代 さ
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